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弘前市民参画センター事業紹介「「「「第第第第４４４４回回回回市市市市民民民民ボボボボラララランンンンテテテティィィィアアアア交交交交流流流流ままままつつつつりりりり」」」」ほか Ｐ２・３

まなぼ「「「「作作作作家家家家・・・・宮宮宮宮尾尾尾尾登登登登美美美美子子子子ささささんんんんのののの生生生生きききき方方方方」」」」 Ｐ４

おとこの気持ち聞いちゃいました「「「「ニニニニココココニニニニココココ顔顔顔顔にににに似似似似合合合合わわわわなななないいいい即即即即答答答答」」」」 Ｐ５

さんかくひとりごと「「「「女女女女性性性性のののの夢夢夢夢をををを乗乗乗乗せせせせてててて走走走走るるるるタタタタククククシシシシーーーー！！！！！！！！」」」」 Ｐ５

男女・団体紹介「「「「特特特特別別別別ででででははははなななないいいい、、、、身身身身近近近近なななな存存存存在在在在ととととししししてててて」」」」 Ｐ６
ひ と グループ

利用者・利用団体紹介「「「「レレレレイイイイ・・・・ロロロロケケケケララララニニニニ」」」」ほか Ｐ７

本の紹介「「「「ピピピピンンンンククククののののチチチチビビビビチチチチョョョョーーーークククク」」」」 Ｐ８

センターからのお知らせ Ｐ８
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弘前市民参画センター

今年、弘前城天守は

石垣修理のため

曳屋工事が行われます

弘弘弘弘前前前前市市市市ママママススススココココッッッットトトトキキキキャャャャララララククククタタタターーーー『『『『たたたたかかかか丸丸丸丸くくくくんんんん』』』』
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弘前市民参画センター事業紹介

２
月
15
日
、
「
第
４
回
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
交
流
ま
つ
り
」
を
ヒ
ロ
ロ
で
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
参
画
セ
ン

タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

を
日
ご
ろ
利
用
し
て
い
る
団
体
が
企
画

運
営
を
し
、
団
体
間
の
交
流
や
情
報
交

換
、
活
動
内
容
紹
介
、
並
び
に
男
女
共

同
参
画
の
視
点
を
持
つ
こ
と
へ
の
理
解

と
社
会
参
画
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、

市
民
と
の
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
前
に
全
37
団
体
が

参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円

滑
に
行
う
た
め
に
グ
ル
ー
プ
同
士
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
団
体

の
メ
ン
バ
ー
は
、
自
己
紹
介
を
し
て
活

動
を
Ｐ
Ｒ
し
和
や
か
な
雰
囲
気
で
始
ま

り
ま
し
た
。

参加者ミーティングで
活動をＰＲする弘前大学ボ
ランティアセンターの学生

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
き

８
団
体
に
よ
る
活
動
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
「
お
は
な
し
る
ん
る
ん
」
の

発
表
で
は
集
ま
っ
た
親
子
が
紙
芝
居
や

お
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
ス
テ
ー

ジ
で
は
「
弘
前
学
院
大
学
吹
奏
楽
サ
ー

ク
ル
」
の
演
奏
や
「
弘
前
ね
む
の
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス
＆
ノ
ー
ザ
ン
ウ

イ
ン
グ
」
の
手
話
を
取
り
入
れ
た
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
も
披
露

さ
れ
、
会
場
は
た
く
さ
ん
の
人
で
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
22
団
体
に
よ
る
活
動
紹

介
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
Ｈ
Ｅ
Ｐ
21
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の
パ
ネ
ル

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
観
察
の
記

録
を
展
示
し
、
環
境
活
動
の
様
子
を
紹

介
し
ま
し
た
。
「
ア
ピ
オ
あ
お
も
り

（
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）
」

で
は
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ク
イ
ズ

に
答
え
る
と
景
品
を
も
ら
え
る
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
来
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

の
活
動
に
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

発表を楽しむ来場者
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発発発発
表表表表
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展展展展
示示示示
★★★★

ＨＥＰ21エコクラブ

弘前愛盲協会しらゆり会

わた帽子の会

オカリナ・アンサンブル
こだま

ＪＩＣＡ東北支部児童デイサービス すてっぷ

新日本婦人の会弘前支部

おはなしるんるん

弘前ねむの会
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弘前市民参画センター事業紹介

福
祉
施
設
で
作
ら
れ
た
パ
ン
や
お
菓

子
な
ど
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
イ
ベ

ン
ト
終
了
前
に
売
り
切
れ
に
な
る
と
こ

ろ
も
あ
り
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
難
病
の
子
ど
も
た
ち
の
夢
を

か
な
え
る
た
め
の
活
動
支
援
グ
ッ
ズ
の

販
売
を
し
た
「
メ
イ
ク
・
ア
・
ウ
イ
ッ

シ
ュ
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
コ
ー
ナ
ー

や
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
ネ
パ
ー
ル
の

女
性
た
ち
の
自
立
支
援
を
目
的
に
手
づ

く
り
の
雑
貨
や
ス
パ
イ
ス
を
販
売
し
た

「
お
ひ
さ
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
商
品
な
ど
も
販
売
さ
れ
、

来
場
者
は
担
当
者
か
ら
説
明
を
聞
き
な

が
ら
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

３月14日、弘前市子育てサポートシステム

「さんかくネット」子育てサポーター研修会

を市民参画センターで実施しました。昨年に

続き行われた救命救急に関するこの研修は、

サポーターが安心して一時保育ができるよう

に「子どものけがと病気への応急手当」と題

し、弘前消防署の奥谷和行さんが講師を務め

行われました。

応急処置の基本的対処法として傷病者への

体位の取らせ方や圧迫止血法、熱傷、熱中症、

低体温時の対応を学びました。奥谷さんは、

命に係る低体温時での対処について、毛布で

体を包む保温はいいが、電気毛布などを使用

して加温をすると急に血液が回り心臓が止ま

ることにつながることなど、注意点を説明し

ました。また、子どもは意思の疎通が難しい

ため少しの異常でも注意をして、託児中に子

どもの様子がおかしかったときにはメモをとっ

たり、おう吐物や便を携帯電話などで写真を

撮って医師に見せると、大切な情報として伝

わるとアドバイスしました。乳児や成人の人

形を使用した心肺蘇生法では、サポーターが

心臓マッサージの力の入れかたやコツなどを

奥谷さんに確認し熱心に聞いていました。

「「「「ささささんんんんかかかかくくくくネネネネッッッットトトト」」」」子子子子育育育育ててててササササポポポポーーーータタタターーーー研研研研修修修修会会会会

説明を聞いて学ぶ
子育てサポーター

★★★★
体体体体
験験験験
・・・・
販販販販
売売売売
★★★★

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
囲
碁
や
煎
茶

道
を
子
ど
も
た
ち
に
指
導
し
て
い
る

「
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
囲
碁
ク
ラ
ブ
」
や

「
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
子
ど
も
煎
茶
道
」

の
メ
ン
バ
ー
が
来
場
者
に
手
ほ
ど
き
を

し
て
交
流
を
し
て
い
ま
し
た
。
会
場
に

は
肩
も
み
や
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
体

験
し
た
り
、
絵
手
紙
や
押
し
花
作
り
が

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
来
場
者
は

思
い
思
い
に
各
ブ
ー
ス
を
回
り
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

好評のパンの販売
「抱民舎ゆいまある」
（写真右）と「七峰会
エイブル」（写真下）

心肺蘇生法の指導を
する講師の奥谷さん
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まなぼ「～作家・宮尾登美子さんの生き方～」

宮尾登美子の生き方に共感した。旧満洲からの引き上げの話はテレビだけではなく、
自分の親族からも聞くことがあった。涙なくしては語れない、聞けない話である。
先輩方の辛い体験を胸に刻み、ぶれない生き方をしたいものだ。

このページは男女共同参画についての学びを深めよう

ということから企画されているページです。

○○○○ 生生生生いいいい立立立立ちちちちのののの秘秘秘秘密密密密

12歳のときに自分の生い立ちを知る。女衒（ぜげん・芸姑娼妓紹介業）の父と愛人の間に生まれ

た子だということを呪い、人にも隠し、一生の恥としてきたが、後にこれを書くことが自分の使命だ

と思うようになる。世の中は父の仕事をさげすんでいたし、父への憎しみが大きかった。

○○○○ 結結結結婚婚婚婚・・・・出出出出産産産産・・・・離離離離婚婚婚婚

女学校を卒業した登美子は東京の大学に無試験で合格したが「女に学問はいらない。生意気にな

るだけだ」と父は進学を許さなかった。国民学校の代用教員として働いたときに同僚に求婚され、結

婚を決意する。父への憎しみから逃れるように。親子３人の満洲での避難民としての暮らしは350日

にも及んだ。次々と同胞が死んでいく悪夢のような光景だった。ようやく乗った引揚げ船の中でもた

くさんの人たちが死んでいった。「死にたくない、死にたくない」という思いだけで佐世保の山を見

たという。たどり着いた夫の実家では慣れない野良仕事で結核になり、「自分は死が近いのでは？」

と感じた。自分の娘に何かを残さなければという思いから、昭和22年６月18日、日記を書き始める。

書くことで病も癒され、昭和26年からは職業婦人として保母の仕事に就く。そこで非凡な才能を発揮

したという。昭和37年には婦人公論に応募した「連」で女流文学新人賞受賞。そして翌年、夫との決

定的な別れがやってくる。初めて頭を強く殴打された登美子は100円玉を握りしめたまま１月の雪の

中へ飛び出し、家へ帰ることはなかったという。２ヶ月後に離婚。

○○○○ 再再再再婚婚婚婚・・・・破破破破産産産産・・・・夜夜夜夜逃逃逃逃げげげげ
離婚後、高知市に居を移し、新聞に連載を書き、テレビやラジオの脚本も引き受けた。執筆活動

に精を出すようになる。昭和39年には高知新聞の記者と恋に落ち再婚。その後、手を広げた事業に失

敗して破産、夫と２人逃げるように故郷を後にする。東京へは亡くなった父が連れてきたのだという

思いがあった。そこにはふつふつとたぎる文学への思いと広辞苑一冊があった。

○○○○ 書書書書くくくくここここととととへへへへのののの執執執執念念念念・・・・自自自自費費費費出出出出版版版版・・・・太太太太宰宰宰宰治治治治賞賞賞賞・・・・直直直直木木木木賞賞賞賞

女流文学賞を受賞後の10年間は何度も自分の才能に見切りをつけたという。原稿は幾度となく突

き返される。作家とは孤独と絶望との闘いだという。転機は昭和46年の３月、自費出版した「櫂」が

太宰治賞受賞。６年後には「一絃の琴」で直木賞。遅咲きの女流作家宮尾登美子の誕生である。

2014年12月30日、作家 宮尾登美子さんがこの世を去った。彼女のドキュ

メンタリー番組に接して「作家・宮尾登美子」に興味を抱いた。作品の多く

は映画・舞台・テレビドラマになって、運命にあらがう力強い女性の姿が数

多く書かれている。彼女の生き方そのものがその源流にあるのだろうか。今

年は終戦後70年の年である。宮尾登美子もまた、敗戦により地獄の苦しみを

味わったひとりである。戦時中17歳という若さで結婚・出産、乳呑児を抱え

て開拓団の一員として満洲へ渡ったが、間もなく敗戦、異国の地で味わった

飢えと恐怖はいかばかりか？生と死の惨状に直面した戦争体験は彼女にとっ

て作家を志す原点となったという。今回は宮尾登美子の生き方に学ぶ。

作作作作家家家家・・・・宮宮宮宮尾尾尾尾登登登登美美美美子子子子ささささんんんんのののの生生生生きききき方方方方
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おとこの気持ち・さんかくひとりごと

女性の就業率がわずか16％のアフガニスタンで奮闘する女性唯一のタクシー運転手、

サラ・バハイさんがテレビで紹介されていた。アフガニスタンでは「女性は守られるべ

き」というイスラム教の教えを極端に解釈し、女性を家にとどめておくため、職業を選

ぶ自由もなく、女性の社会進出には多くの制限があるらしい。例えば、マーラムと呼ば

れる近い親族の男性の付き添いなしで家の外で活動することは一切禁止。ブルカと呼ば

れる長いベールでつま先から頭のてっぺんまで覆い、男性の店主から物を買ってはいけ

ないし、男性の医師から手当てを受けてもいけない、など想像を絶する現実がある。

そんな中でタクシー運転手という仕事に挑戦している彼女。男性運転手のタクシーに

乗れない女性客にとって強い味方となっている。その活躍をよく思わない男性から車を

いたずらされたり脅迫電話がかかってきたりするが、それでも彼女が運転を続けている

のは16人の家族を支えなければいけないからとのこと。少しでも多くの収入を見込める

タクシー運転手になると自分で決めたのだから、今はとても幸せだと話す。彼女の後に

続く、「サラさんのように強くなりたい」「社会の一員として表舞台で働きたい」とい

う女性の夢を乗せて、今日もタクシーを走らせているという。

放送の最後に、実はアフガニスタンでも1978年の旧ソビエトの

侵攻が始まる以前は、女性が自由におしゃれを楽しみ、仕事で活

躍できる社会だったというコメントがあった。戦争や紛争の中で

社会が一変してしまう経験をした女性たちの思いは…。

Ｑ．男女共同参画という言葉を知っていますか？
Ａ．全然知らない。「ことば」も、「内容」も。

Ｑ．職場で男女の差別はあるような気がする？

Ａ．差別はないが、職種が違う、男性は営業でほ
とんど外勤、女性は内勤で事務仕事。男女比

が５：１で男性が多い。

Ｑ．パートナーと出会ってから何年ですか？

Ａ．大学時代に教育実習で会ってから…14年にな
ります。

Ｑ．家事で何かできることはありますか？

Ａ．何でも。掃除、炊事…「18歳から一人暮らし
だったので」子育ても、家内が不幸があって

実家に帰ったとき、その間生後10ヶ月の赤

ちゃんに食事、おむつ、お風呂…と一緒に眠

るまで面倒をみました。
Ｑ．パートナーには専業主婦でいてほしいですか？

（経済的に問題がなければ）

Ａ．結婚したときは共働き、子どもが生まれて専

業主婦、これからの仕事は本人任せ。（笑）
Ｑ．育児休業は取りましたか？

Ａ．会社では規定があるが、男性は取ったという

話を聞かない。取っている人がいるのかもし
れないが。女性は取れる期間が長いので働き

やすい会社のようです。

Ｑ．今の女性、これからの女性に望むことは？

Ａ．あまりない。（速っ！！。思わず笑い）

インタビューを終えて

～～～～ニニニニココココニニニニココココ顔顔顔顔にににに似似似似合合合合わわわわなななないいいい即即即即答答答答～～～～

よく動く。接客していたかと思うと、も
う携帯電話に出ている。営業課なのに資材
課？と思うくらい仕事の幅が広い。会話も
若者との車の話、雑学から政治経済と隙が
ない。奥さんとは学生時代、教育実習で会っ
てからの付き合いとロマンチックな一面も
ある。自ら動き抜く、こういう人が人を動
かすのではないかしら。

梅

30代・会社員・既婚

～女性の夢を乗せて走るタクシー！！～
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●●●●
どどどど
んんんん
なななな
団団団団
体体体体
？？？？

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
は
、
同
性

愛
や
性
同
一
性
障
害
な
ど
の
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
）
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
平
成

20
年
よ
り
青
森
県
内
で
活
動
し
て
い

る
市
民
サ
ー
ク
ル
で
す
。
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
当
事
者
や
そ
の
友
人
な

ど
、
５
月
現
在
で
35
名
の
会
員
が
参

加
し
て
お
り
、
性
の
多
様
性
を
伝
え

る
展
示
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
、
講
師
の

派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
、

22
年
に
は
、
カ
ル
チ
ュ
ア
ロ
ー
ド
に

も
出
展
し
ま
し
た
。

●●●●
そそそそ
うううう
いいいい
うううう
のののの
はははは
都都都都
会会会会
のののの
話話話話
？？？？

い
く
つ
か
の
調
査
か
ら
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
は
人
口
の
５
％
程
度
は

存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ

ス
に
１
～
２
人
は
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
ど
ん
な
地
域
の
ど
ん
な
家

族
の
も
と
に
も
生
ま
れ
る
可
能
性
が

あ
る
し
、
実
際
に
地
域
の
中
で
多
く

の
人
と
変
わ
り
な
く
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
周
囲
に
は
あ
ま
り
自
分

の
性
の
あ
り
方
を
明
か
さ
な
い
の
で
、

「
会
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
思
っ
て
い

る
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

●●●●
おおおお
かかかか
しししし
なななな
もももも
のののの
でででで
はははは
なななな
いいいい
のののの
？？？？

恋
愛
や
性
の
話
は
、
子
ど
も
で
も

大
人
で
も
親
し
い
間
柄
で
は
よ
く
話

題
に
な
る
テ
ー
マ
。
反
面
、
と
て
も

デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

一
般
的
な
男
性
・
女
性
で
も
、
「
自
分

は
周
り
と
違
う
の
で
は
な
い
か
」
「
将

来
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
悩

み
を
抱
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

ど
ん
な
人
を
好
き
に
な
る
の
か
、

ど
ん
な
性
別
で
生
ま
れ
、
生
き
て
い

く
の
か
。
性
に
関
す
る
要
素
は
誰
も

が
自
然
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
れ
は
少
数
者
も
多
数
者
も
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

場
合
は
、
悪
い
趣
味
や
病
気
だ
と
い

う
誤
解
が
い
ま
だ
に
多
く
、
自
分
か

ら
周
囲
に
打
ち
明
け
る
こ
と
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
で
差
別
を

受
け
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
な

の
で
す
。
私
は
性
同
一
性
障
害
の
当

事
者
で
す
が
、
そ
れ
を
こ
う
し
て
お

話
す
る
こ
と
は
今
で
も
勇
気
が
要
り

ま
す
。

●●●●
ササササ
ーーーー
クククク
ルルルル
がががが
目目目目
指指指指
しししし
てててて
いいいい
るるるる
もももも
のののの

本
当
は
一
人
ひ
と
り
、
性
の
あ
り

方
は
少
し
ず
つ
違
い
ま
す
。
お
互
い

の
違
い
を
認
め
合
い
、
幸
せ
を
祝
福

し
合
え
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
家
族
や

友
人
が
地
域
に
増
え
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
、
等
身
大
の
私
た
ち
の
こ
と

を
伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
う
、
私
た
ち
は
特
別
で
は
な
く
、

も
う
ず
っ
と
以
前
か
ら
共
に
生
き
て

い
る
の
で
す
。

「男女・団体」紹介
ひ と グループ

スススス
クククク
ララララ
ンンンン
ブブブブ
ルルルル
エエエエ
ッッッッ
ググググ

「
特
別
で
は
な
い
、
身
近
な
存
在
と
し
て
」

メ
デ
ィ
ア
で
耳
に
す
る
「
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
。

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
「
よ

く
分
か
ら
な
い
、
遠
い
世
界
の
話
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
偏
見
を
な
く
し
よ

う
と
活
動
し
て
い
る
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
エ
ッ
グ
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
」

セクシュアリティに関する講習会の

様子

昨年青森市で開催された
「ＩＤＡＨＯメッセージ展」
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利用者・利用団体紹介

◆セセセセンンンンタタタターーーーのののの利利利利用用用用目目目目的的的的とととと利利利利用用用用頻頻頻頻度度度度はははは？？？？

公務員試験の勉強のために、夕方から９時すぎまで来

ています。(高校のときにも利用していました）回数は

１ヶ月前まではぼちぼち程度でしたが、試験が近づい

てきたので毎日使わせてもらっています。

◆当当当当セセセセンンンンタタタターーーーをををを利利利利用用用用ししししててててみみみみたたたた感感感感想想想想はははは？？？？

以前は図書館を使っていましたが、センターのほうが

時間の融通がきくことや友達と話ができ、飲食ができ

るので気軽に利用しやすくて良いですね。

◆当当当当セセセセンンンンタタタターーーーにににに要要要要望望望望ははははあああありりりりまままますすすすかかかか？？？？

気軽に利用しているのでそんなに要望はないです。

◆「「「「男男男男女女女女共共共共同同同同参参参参画画画画」」」」ににににつつつついいいいててててどどどどうううう思思思思いいいいまままますすすすかかかか？？？？
ことばとしては社会に浸透しているので、あらためて

聞いても違和感ないです。感想としては昔から比べる

と男女の差がなくなってきているので、仕事面でも、

男性が適した仕事、女性が適した仕事の役割分担も相

互に理解しあい、大きな差はなくなってきていると思

います。我が家でも両親が共働きしているなか、母は

家事と仕事をがんばってくれているので、掃除や洗た

くなど自分で手伝えることはしています。でも、すべ

て満足している訳でもないです。まだまだ見直しして

いくことがあります。たとえば、映画館で「レディー

スデー」など女性に特典があっても男性にないです

（笑）。少しずつ改善していってほしいですね。
◆「「「「今今今今一一一一番番番番」」」」のののの楽楽楽楽ししししみみみみはははは何何何何でででですすすすかかかか？？？？

早く試験が終わってほしい！無事就職が決まったら一

日のスケジュールをたてて仕事が終わったあとにジム

に通いたいです。

セセセセンンンンタタタターーーー利利利利用用用用者者者者にににに突突突突撃撃撃撃イイイインンンンタタタタビビビビュュュューーーー

２０代・男性

試験が２日後に迫り猛勉強している最中な
のに突撃インタビューを快く受けていただき
ありがとうございました。ひとつひとつ丁寧
に答えてくれる姿に誠実さを感じました。無
事合格できますようにお祈りしています。

by のん

弘
前
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
紹
介

私
た
ち
は
、
月
二
回
ヨ
ー
ク

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
フ
ラ

ダ
ン
ス
を
習
っ
て
い
る
団
体
で

す
。な

に
し
ろ
会
員
の
半
分
が
六

〇
歳
を
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
す

ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
い
、
復
習
を

兼
ね
た
自
主
練
習
の
た
め
に
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

女
性
だ
け
の
集
ま
り
の
た
め
、

男
女
共
同
参
画
に
該
当
し
て
い

な
い
の
で
は
？
と
思
い
つ
つ
も

四
月
か
ら
は
月
二
回
こ
ち
ら
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
参
画
セ
ン
タ
ー
を
と
て

も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
市
の
中
心

部
で
駐
車
場
が
あ
り
、
冷
暖
房
も
完

備
さ
れ
、
な
に
よ
り
も
使
用
料
が
一

時
間
単
位
で
と
て
も
安
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

隣
室
が
使
用
中
の
と
き
は
、
音
を

で
き
る
だ
け
低
く
し
て
、
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
、
で
き
る
だ
け
長
く
使
用

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
が
フ
ラ
ダ
ン
ス
に

魅
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ハ
ワ
イ
の

ハワイの風に魅せられて

青
い
空
を
感
じ
な
が
ら
、
愛
の
歌
に

包
ま
れ
、
手
足
を
思
い
っ
き
り
伸
ば

し
な
が
ら
歌
と
踊
り
の
世
界
に
浸
れ

る
こ
と
で
す
。
踊
る
と
心
地
よ
い
疲

労
感
が
あ
り
、
薄
っ
す
ら
汗
を
か
き

ま
す
。
先
輩
た
ち
は
、
七
～
八
〇
歳

代
で
も
踊
っ
て
い
ま
す
。
足
腰
が
立

つ
う
ち
は
何
歳
に
な
っ
て
も
踊
れ
ま

す
。そ

し
て
年
一
回
の
発
表
会
の
ほ
か
、

施
設
の
訪
問
や
カ
ル
チ
ャ
ー
祭
り
、

去
年
は
市
民
会
館
で
二
回
、
県
外
に

も
足
を
延
ば
し
て
踊
り
ま
し
た
。
発

レ

イ

・

ロ

ケ

ラ

ニ

表
す
る
場
所
が
あ
る
と
練
習
に
も
精

が
で
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
普
段
の
生
活
で
は
着
れ

な
い
よ
う
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
つ

け
ま
つ
げ
で
メ
イ
ク
も
バ
ッ
チ
リ
！

還
暦
を
す
ぎ
て
三
年
に
な
り
ま
す

が
、
気
分
は
四
〇
代
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
若
さ
を
求
め
て
、
日
々

努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

世
話
役

對
馬

直
子

去年の発表会の楽屋にて
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弘弘弘弘前前前前市市市市民民民民参参参参画画画画セセセセンンンンタタタターーーー

〒036-8355 弘前市大字元寺町1番地13
TEL 0172-31-2500
FAX 0172-36-1822

開館時間 9:00～22:00
休館日 12月28日～１月３日

http://www.city.hirosaki.aomori.jp/sankaku/

編 集 後 記
定年退職後の再任用で、市民参画センターに配属されて

から早３ヶ月が過ぎました。結婚以来30数年間、妻と娘３

人には「男は黙って○○ビール」と亭主関白を貫いてきた

ので、いくら男女共同参画を推進する立場とはいえ、朝職
場で床を掃き、机を拭いている姿を妻や娘に見せたくない

なぁと思っている今日この頃であります。

ｂｙ白

タタタタイイイイトトトトルルルル

「ピンクの
チビチョーク」

作 新藤悦子
絵 西巻芽子
発行 童心社

～～～～大大大大好好好好ききききななななチチチチーーーーばばばばああああばばばば～～～～

チーばあばがいろんなことを少しずつ忘れて

いってしまう病気になってしまった。「私のこ

とも忘れてしまうのかなぁ」とユウちゃんは思っ

た。「それでも私はチーばあばが大好き！」

夏休みにユウちゃんはチーばあばの家にお泊

りに行った。チーばあばと一緒にチビチョーク

で地面にお絵かきをして遊んだ。チビチョーク

の歌を歌いながら。その年の冬、オーじいじが

突然倒れてあっけなく天国へ行ってしまった。

大きなオーじいじがいなくなると家の中はがら

んとして、小さなチーばあばはぎゅっとちぢん

でもっと小さくなった。

そして春、犬のミーシャもいなくなった。チー

ばあばはぎゅぎゅっとちぢんでもっともっと小

さくなった。

夏が来てチーばあばの家にまたお泊りに行っ

た。でも玄関に出てきたチーばあばはどこか変。

チーばあばはボーっとしていることが多くなっ

た。去年のチーばあばはどこかへいってしまっ

た。お母さんも悲しそうにしていて…。でも、

チビチョークのお絵かきでチーばあばの顔が少

しずつ笑顔になっていく。チビチョークの歌も

思い出した。チビチョークのまほうで楽しい時

間を過ごした。「チーばあば、また遊ぼうね！」

認知症という言葉が普通にテレビなどからも

流れ、病気のことも認知されるようになった。

2025年には認知症の人は高齢者の５人に１人を

占めるようになるというデータも。たくさんの

子どもたちがユウちゃんのように認知症の人に

接する機会が増えるだろう。家族のことや認知

症のことを考える子どもたちが増えるように祈

らずにいられない。夏休みに、おじいちゃん、

おばあちゃんに会いにいく子どもたちも多いの

では…。 by komori

本 の 紹 介

★★★★女女女女性性性性ののののたたたためめめめのののの専専専専門門門門相相相相談談談談

日時：平成27年11月10日(火)14:00～16:00

平成28年３月８日(火)14:00～16:00

場所：弘前市民参画センター

内容：法律に関する問題について、弁護士が

アドバイスします。

※あらかじめ電話でご予約ください。ご予約

の際、弁護士への相談がスムーズにできる

ように相談員が相談内容をお伺いします。

定員：３名（１人40分程度）

問い合わせ：アピオあおもり

（青森県男女共同参画センター相談室）

017-732-1022（9:00～16:00 水曜定休）

●●●●開開開開館館館館時時時時間間間間のののの変変変変更更更更

市民参画センターは、８月１日(土)～８

月４日(火)の４日間、ねぷた運行による

交通規制等のため、17時で閉館します。

●●●●臨臨臨臨時時時時休休休休館館館館

市民参画センターは８月26日(水)・27日

(木)の２日間、施設点検等のため休館し

ます。

市市市市民民民民参参参参画画画画セセセセンンンンタタタターーーーかかかかららららののののおおおお知知知知ららららせせせせ


